
マルバダケブキ
Ligularia dentata (A.Gray) H.Hara キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（中部から東北）・四国（まれ）／中国
大陸

生 育 地 山地の草原や林下に生える。県北部の山地に
生育するが，笠間市や城里町などの低地にも
生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

城里町（内山）

ハマギク
Nipponanthemum nipponicum (Franch. ex Maxim.) Kitam. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（青森県から茨城県までの太平洋側）　
[日本固有種]

生 育 地 海岸の崖に生える。北茨城市，高萩市，日立市，
ひたちなか市に生育する。

選 定 理 由 海岸の開発

そ の 他 ひたちなか市は南限に近い生育地である。

日立市（藤田）

ミヤコアザミ
Saussurea maximowiczii Herder キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（福島県以南）・四国（高知県）・九州／
朝鮮・中国（東北）・アムール

生 育 地 山地の湿地や草原に生える。北茨城市，高萩
市，八溝山，大子町などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

城里町（内山）
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キクアザミ
Saussurea ussuriensis Maxim. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（福島県以南）・九州／朝鮮・中国・ウ
スリー

生 育 地 日当たりのよい山地の草原に生える。県北部
の山地や加波山などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

日立市（内山）

ハバヤマボクチ
Synurus excelsus (Makino) Kitam. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（福島県以南）・四国・九州　[日本固有種]

生 育 地 山地のやや乾いた草原に生える。北茨城市，
高萩市，ひたちなか市，鉾田市などに生育す
る。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸大宮市（内山）

オカオグルマ
Tephroseris integrifolia (L.) Holub  subsp. kirilowii (Turcz. ex DC.) B.Nord. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・四国・九州／朝鮮・中国

生 育 地 日当りのよい乾いた草原に生える。主に県北
部の山地の草原に生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

大子町（内山）
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サワオグルマ
Tephroseris pierotii (Miq.) Holub キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・四国・九州・琉球　[日本固有種]

生 育 地 日当たりのよい山間の湿地に生える。北茨城
市と水戸市に生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

北茨城市（内山）

ネコノシタ
Wedelia prostrata (Hook. et Arn.) Hemsl. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（関東および北陸以西）・四国・九州・
小笠原／朝鮮・台湾・ベトナム

生 育 地 海岸の砂地に生える。北部の海岸には少ない。

選 定 理 由 海岸の開発

そ の 他

ひたちなか市（内山）

トウゴクヘラオモダカ
Alisma rariflorum Sam. オモダカ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東以南）・四国・九州　[日本固有種]

生 育 地 水田や湿地に生える。県北や県央地域に生育
する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

笠間市（内山）
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アギナシ
Sagittaria aginashi Makino オモダカ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮

生 育 地 水田や浅い池に生える。県北や県央地域に生
育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

大子町（内山）

スブタ
Blyxa echinosperma (C.B.Clarke) Hook.f. トチカガミ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州・四国・九州・琉球／東アジア・東南ア
ジア・オーストラリア

生 育 地 水田や溝に生える。常陸太田市，笠間市など
に生育する。

選 定 理 由 農地の改修，農薬の使用

そ の 他

大子町（内山）

クロモ
Hydrilla verticillata (L.f.) Rich. トチカガミ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州・琉球／東南アジア・
オーストラリア・マダカスカル・ヨーロッパ

生 育 地 沼や流水中に生える。湖沼などに生育が確認
されていたが，現在は生育地が少なくなって
いる。

選 定 理 由 湖岸の埋立，溜池の埋立，水質の汚濁

そ の 他

土浦市（内山）
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トチカガミ
Hydrocharis dubia (Blume) Backer トチカガミ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道・本州・四国・九州・琉球／東南アジア・
オーストラリア

生 育 地 池や溝の生える。涸沼，霞ヶ浦などに生育す
る。

選 定 理 由 溜池の埋立

そ の 他

土浦市（内山）

コウガイモ
Vallisneria denseserrulata (Makino) Makino トチカガミ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州／中国（中部）

生 育 地 池や小川に生える。湖沼などに生育が確認さ
れていたが，現在は生育地が少なくなってい
る。

選 定 理 由 河川の改修，水質の汚濁

そ の 他

東海村（内山）

セキショウモ
Vallisneria natans (Lour.) H.Hara トチカガミ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／アジア・オース
トラリア

生 育 地 池や小川に生える。湖沼などに生育が確認さ
れていたが，現在は生育地が少なくなってい
る。

選 定 理 由 河川の改修，水質の汚濁

そ の 他

（県博収蔵標本：筑西市産）
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オオササエビモ
Potamogeton anguillanus Koidz. ヒルムシロ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州

生 育 地 池や流水中に生える。霞ヶ浦や神栖市に生育
する。

選 定 理 由 湖岸の埋立

そ の 他

行方市（内山）

イトモ
Potamogeton berchtoldii Fieber ヒルムシロ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道・本州・四国・九州／世界の温帯・熱
帯

生 育 地 池や流水中に生える。湖沼などに生育が確認
されていたが，現在は生育地が少なくなって
いる。

選 定 理 由 河川の改修，湖岸の埋立

そ の 他

大子町（内山）

ササバモ
Potamogeton wrightii Morong ヒルムシロ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州・琉球／朝鮮・
中国・東南アジア

生 育 地 流水中に生えることが多い。湖沼などに生育
が確認されていたが，現在は生育地が少なく
なっている。

選 定 理 由 河川の改修，湖岸の埋立

そ の 他

潮来市（内山）
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ノギラン
Aletris luteoviridis (Maxim.) Franch. ユリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 南千島・北海道・本州・四国・九州

生 育 地 山地に生える。北茨城市，高萩市，大子町，
日立市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採，草地の開発，遷移の進行

そ の 他

常陸太田市（内山）

アマナ
Amana edulis (Miq.) Honda ユリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（福島県以南・石川県以西）・四国・九州・
奄美大島／朝鮮・中国（東北）

生 育 地 山地の原野や路傍などに生える。県北や県西
地域に生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

常総市（内山）

キジカクシ
Asparagus schoberioides Kunth ユリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国・樺太・
ダフリア・ウスリー・シベリア東部

生 育 地 山地の草原に生える。県北山地に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採，草地の開発

そ の 他

大子町（内山）
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スズラン
Convallaria majalis L.  var. manshurica Kom. ユリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・九州／朝鮮・中国・シベリア
東部

生 育 地 山地の草地に生える。県北や県央地域に生育
する。

選 定 理 由 森林の伐採，草地の開発，遷移の進行

そ の 他

笠間市（内山）

ヒメマイヅルソウ
Maianthemum bifolium (L.) F.W.Schmidt ユリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道・本州（中部以北）／朝鮮・中国・樺太・
カムチャツカ・シベリア

生 育 地 山地の針葉樹林下などに生える。八溝山，三
鈷室山に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

ヒオウギ
Belamcanda chinensis (L.) DC. アヤメ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州・四国・九州・琉球／朝鮮・中国・イン
ド

生 育 地 山地の草原に生える。大子町，男体山，常陸
大宮市，西金砂山などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

常陸太田市（内山）
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カキツバタ
Iris laevigata Fisch. アヤメ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国（東北）
シベリア東部

生 育 地 水湿地に生える。水戸市，笠間市，茨城町な
どに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

水戸市（内山）

アヤメ
Iris sanguinea Hornem. アヤメ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国（東北）
シベリア東部

生 育 地 山地のやや乾いた草原に生える。北茨城市，
常陸大宮市，水戸市，笠間市などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

北茨城市（内山）

ハイチゴザサ
Isachne nipponensis Ohwi イネ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州／朝鮮南部

生 育 地 湿地に生える。筑波山，笠間市，御前山に生
育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

御前山（内山）
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ヤマトミクリ
Sparganium fallax Graebn. ミクリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（関東以西）・九州／ビルマ・インド

生 育 地 浅い水中に生える。桜川市，笠間市などに生
育する。

選 定 理 由 溜池の埋立

そ の 他

桜川市（内山）

ナガエミクリ
Sparganium japonicum Rothert ミクリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州・四国・九州／朝鮮

生 育 地 浅い水中に生える。常陸太田市，東海村，水
戸市などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修，溜池の埋立

そ の 他

ひたちなか市（内山）

イトテンツキ
Bulbostylis densa (Wall.) Hand.-Mazz.  var. capitata (Miq.) Ohwi カヤツリグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（中部）・四国・九州・琉球／インドネ
シア

生 育 地 日当たりのよい草地に生える。筑西市，神栖
市に生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

つくば市（内山）
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ヒメスゲ
Carex oxyandra (Franch. et Sav.) Kudo カヤツリグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／樺太・千島・台
湾

生 育 地 山地または高山の林地や草地に生える。北茨
城市に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，草地の開発，遷移の進行

そ の 他

北茨城市（内山）

シオクグ
Carex scabrifolia Steud. カヤツリグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州・琉球／朝鮮・中
国

生 育 地 海岸の塩水の出入りする泥地に生える。日立
市や神栖市などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

水戸市（内山）

コツブヌマハリイ
Eleocharis parvinux Ohwi カヤツリグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東）　[日本固有種]

生 育 地 平地の沼や川岸の湿地に生える。古河市，常
総市，つくばみらい市に生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

常総市（内山）
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オオイヌノハナヒゲ
Rhynchospora fauriei Franch. カヤツリグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・ロシア東
部

生 育 地 湿地に生える。水戸市，小美玉市，笠間市に
生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

小美玉市（内山）

タタラカンガレイ
Schoenoplectus mucronatus (L.) Palla  var. tataranus (Honda) K.Kohno, Iokawa et Daigobo カヤツリグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（関東）・九州

生 育 地 湿地に生える。稲敷市などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

シズイ
Schoenoplectus nipponicus (Makino) Sojak カヤツリグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／中国（東北）

生 育 地 池沼などの浅水中に生える。高萩市や水戸市
に生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

北茨城市（内山）

（県博収蔵標本：稲敷市産）
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マメヅタラン
Bulbophyllum drymoglossum Maxim. ex Okubo ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（関東以西）・四国・九州・琉球／朝鮮南部・
中国・台湾

生 育 地 山地の樹幹または岩石の上に着生する。男体
山，常陸大宮市，常陸太田市，城里町などに
生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

ムギラン
Bulbophyllum inconspicuum Maxim. ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（関東以西）・四国・九州

生 育 地 常緑樹林内の樹上や岩上などに着生する。男
体山，常陸太田市，常陸大宮市，筑波山など
に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

エビネ
Calanthe discolor Lindl. ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道（西南部）・本州・四国・九州・琉球
／朝鮮（済州島）

生 育 地 林下などに生える。県内各地に生育していた
が，乱獲などにより減少した。

選 定 理 由 園芸採取，森林の伐採

そ の 他

常陸大宮市（内山）
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ユウシュンラン
Cephalanthera erecta (Thunb.) Blume   var. subaphylla (Miyabe et Kudo) Ohwi ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道・本州・四国・九州

生 育 地 山地林下に生える。男体山，西金砂山，筑波
山などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

鷲子山（丸山）

クゲヌマラン
Cephalanthera erecta (Thunb.) Blume  var. shizuoi (F.Maek.) Ohwi ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（宮城県～和歌山県）・四国（小豆島）

生 育 地 海岸の砂質のクロマツ林に生える。北茨城市
に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他 本県の生育地は山地部の落葉樹林下である。

北茨城市（中崎）

マヤラン
Cymbidium macrorhizon Lindl. ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東南部以西）・四国・九州・琉球

生 育 地 常緑広葉樹林下などに生える。日立市，ひた
ちなか市，土浦市，筑波山などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

ひたちなか市（内山）
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セッコク
Dendrobium moniliforme (L.) Sw. ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012

分 布 本州・四国・九州・琉球／朝鮮南部・中国・
台湾

生 育 地 山地の常緑樹林内の樹上や岩上などに着生す
る。県内の山地に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採，園芸採取

そ の 他

常陸太田市（内山）

カキラン
Epipactis thunbergii A.Gray ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国（東北）・
ウスリー

生 育 地 日当たりのよい湿地に生える。県内各地に生
育するが，環境の変化などにより産地は減少
している。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

高萩市（内山）

ムカゴソウ
Herminium lanceum (Thunb. ex Sw.) J.Vuijk ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧ⅠB類（EN）

分 布 北海道（南部）・本州・四国・九州・琉球／
中国（東北）・台湾

生 育 地 やや湿った草地に生える。八溝山，ひたちな
か市，筑波山などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

筑波山（小池）
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コフタバラン
Listera cordata (L.) R.Br.  var. japonica H.Hara ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 北海道・本州中北部・四国／千島・樺太

生 育 地 亜高山帯の針葉樹林下に生える。北茨城市，
高萩市，三鈷室山に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）

ツレサギソウ
Platanthera japonica (Thunb.) Lindl. ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道（西南部）・本州・四国・九州・琉球
／中国

生 育 地 日当たりのよい草地や湿った林下に生える。
高萩市，大子町，常陸太田市に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採，草地の開発，遷移の進行

そ の 他

西金砂山（内山）

ハクウンラン
Vexillabium nakaianum F.Maek. ラン科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州・九州／朝鮮

生 育 地 山地の樹林下に生える。北茨城市，三鈷室山
などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）
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